
 平成３０年 教育委員会 
                                     

    第１１回  定例会 議事日程 
 

                平成３０年６月２６日（火）午後３時 

 

第１ 議 案 

【 指 導 課 】 

 (１) 議案第19号「運動部活動ガイドライン」 

 

第２ 報 告 

【 子ども総務課 】 

（１）平成30年第２回区議会定例会の報告 

【 指 導 課 】 

(１) いじめ、不登校、適応指導教室の状況報告（平成30年５月分） 

 

第３ その他 

【子ども総務課】 

（１）教育委員会行事予定表 

（２）広報千代田（７月５日号）掲載事項 
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千代田区教育委員会 

平成３０年６月 

 

 

議案第１９号 
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本方針策定の主旨等 

 

〇 本方針は、義務教育である中学校・中等教育学校の運動部活動を主な対象とし、生徒

にとって望ましいスポーツ環境を構築するという観点に立ち、運動部活動が以下の点

を重視して、地域、学校、競技種目等に応じた多様な形で最適に実施されることを目指

す。 

 

１ 適切な運営のための体制整備 

（１） 運動部活動の方針の策定等 

  ア 校長は、区の「運動部活動ガイドライン」に則り、毎年度、「学校の運動部活動   

に係る活動方針」を策定する。 

    運動部顧問は、年間の活動計画並びに毎月の活動計画及び活動実績を作成し、校長

に提出する。 

  イ 校長は、上記の活動方針、及び活動計画等を学校のホームページへの掲載等により

公表する。 

（２） 指導・運営に係る体制の構築 

  ア 校長は、生徒や教師の数、部活動指導員の配置状況を踏まえ、指導内容の充実、生  

徒の安全の確保、教師の長時間勤務の解消等の観点から円滑に運動部活動を実施で

きるよう、適正な数の運動部を配置する。 

  イ 区教育委員会は、各学校の生徒や教師の数、部活動指導員の配置状況や校務分担の

実態等を踏まえ、部活動指導員を積極的に任用し、学校に配置する。 

    なお、部活動指導員の任用・配置に当たっては、学校教育について理解し、適切な

指導を行うために、部活動の位置づけ、教育的意義、生徒の発達の段階に応じた科学

的な指導、安全の確保や事故発生後の対応を適切に行うこと、生徒の人格を傷つける

言動や、体罰は、いかなる場合も許されないこと、服務（校長の監督を受けることや

生徒、保護者等の信頼を損ねるような行為の禁止等）に関する規定を遵守すること等

を徹底するため、任用前及び任用後の定期において研修を行う。 

  ウ 校長は、運動部顧問の決定に当たっては、校務全体の効率的・効果的な実施に鑑み、

教師の他の校務分掌や、部活動指導員の配置状況を勘案した上で行うなど、適切な校

・ 生徒がスポーツを楽しむことで、知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育

む運動習慣を確立し、生涯にわたって心身の健康を保持増進する資質能力を獲得する

ことで、豊かな学校生活を送ることができるようにすること 

・ 生徒の自主的・自発的な参加により行われ、学校教育の一環として教育課程 

との関連を図り、合理的かつ効率的・効果的に取り組むこと 

・ 学校全体として運動部活動の指導・運営に係る体制を構築すること 
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務分掌となるよう留意するとともに、学校全体としての適切な指導、運営及び管理に

係る体制の構築を図る。 

  エ 校長は、毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、各運動部活動の活動内容を

把握し、生徒が安全にスポーツ活動を行い、教師の負担が過度とならないよう、適宜、

指導・是正を行う。 

  オ 区教育委員会は、運動部顧問を対象とするスポーツ指導に係る知識・及び実技の質

の向上並びに学校の管理職を対象とする運動部活動の適切な運営に係る実効性の確

保を図るための研修等の取組を行う。 

  カ 区教育委員会及び校長は、教師の運動部活動への関与について、「学校における働

き方改革に関する緊急対策（平成２９年１２月２６日文部科学大臣決定）」及び「学

校における働き方改革に関する緊急対策の策定並びに学校における業務改善及び勤

務時間管理等に係る取組の徹底について（平成３０年２月９日付２９文科初第１４

３７号）」を踏まえ、法令に則り、業務改善及び勤務時間管理等を行う。 

 

２ 合理的かつ効率的・効果的な活動の推進のための取組 

（１） 適切な指導の実施 

  ア  校長及び運動部顧問は、運動部活動の実施に当たっては、文部科学省が平成 ２

５年５月に作成した「運動部活動での指導のガイドライン」に則り、生徒の心身の

健康管理（スポーツ障害・外傷の予防やバランスのとれた学校生活への配慮等を含

む）、事故防止（活動場所における施設・設備の点検や活動における安全対策等）

及び体罰・ハラスメントの根絶を徹底する。区教育委員会は、学校におけるこれら

の取組が徹底されるよう、学校保健安全法等も踏まえ、適宜、支援及び指導・是正

を行う。 

  イ  スポーツ医・科学の見地から、トレーニング効果を得るために休養を適宜取るこ

とが必要である。運動部顧問は過度の練習がスポーツ障害・外傷のリスクを高め、

必ずしも体力・運動能力の向上につながらないこと等を正しく理解する。そして、

生徒の体力の向上や、生涯を通じてスポーツに親しむ基礎を培うことができるよ

う、生徒とコミュニケーションを十分に図る。 

生徒がバーンアウトすることなく、技能や記録の向上等それぞれの目標を達成

できるよう、競技種目の特性等を踏まえた科学的トレーニングを積極的に導入し

短時間で効果が得られる指導を行う。 

     また、専門的知見を有する保健体育担当の教師や養護教諭等と連携・協力し、発

達の個人差や女子の成長期における体と心の状態等に関する正しい知識を得た上

で指導を行う。 

（２） 運動部活動用指導手引の活用 

     運動部顧問は、運動部活動における合理的かつ効率的・効果的な活動のために、 
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中央競技団体が作成した指導手引を活用して、２（１）に基づく指導を行う。 

 

 ３ 適切な休養日等の設定 

  ア  運動部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が、運動、

食事、休養及び睡眠のバランスのとれた生活を送ることができるよう、スポーツ

医・科学の観点からのジュニア期におけるスポーツ活動時間に関する研究も踏ま

え、以下を基準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 校長は、１（１）に掲げる「学校の運動部活動に係る活動方針」の策定に当たって 

は、上記の基準を踏まえ、各運動部の休養日及び活動時間等を設定し、公表する。ま

た、各運動部の活動内容を把握し、適宜、指導・是正を行う等、その運用を徹底する。

ただし、定期考査や大会前について例外も有り得る。 

 

 ４ 生徒のニーズを踏まえたスポーツ環境の整備 

（１） 生徒のニーズを踏まえた運動部の設置 

  ア 校長は、生徒が楽しく体を動かす習慣の形成に向けた動機付けとなるように、レク 

リエーション志向で行う部活動や体力つくりを目的とした部活動にとどまらず、生

徒の多様なニーズに応じた活動を行うことができる運動部を設置する。 

  イ 区教育委員会は、少子化に伴い、単一の学校では特定の競技の運動部を設けること

ができない場合には、生徒のスポーツ活動の機会が損なわれることがないよう、複数

校の生徒が拠点校の運動部活動に参加する等、合同部活動等の取組を推進する。 

（２） 地域との連携等 

    区教育委員会及び校長は、学校と地域が共に子どもを育てるという視点に立ち、実

【休養日】 

１ 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。（平日は少なくとも１日、週

休日は少なくとも１日を休養日とし、休養日が確保できなかった場合は、他の

日に振り替える） 

２ 長期休業中の休養日の設定についても、「１」に準じた扱いを行う。また、生

徒が十分な休養を取ることができるとともに、運動部活動以外にも多様な活動

を行うことができるよう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

 

【活動時間】 

１ １日の活動時間は、長くとも学期中の平日では２時間程度、週休日（祝日等

を含む）及び長期休業中は３時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的かつ

効率的・効果的な活動を行う。 
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態に応じて、地域のスポーツ団体との連携、保護者の理解と協力、民間事業者活用等

を通して、協働・融合をはかりスポーツ環境整備を進める。 

 

 ５ 学校単位で参加する大会等の見直し 

  ア 区教育委員会は、学校の運動部が参加する大会・試合の全体像を把握し、週末等に

開催される様々な大会・試合に参加することが、生徒や運動部顧問の過度な負担とな

らないよう、大会等の統廃合を主催者に要請するとともに、各学校の運動部が参加す

る大会数の上限の目安を定める。 

  イ 校長は、上記アの目安等を踏まえ、生徒の教育上の意義や、生徒や運動部顧問の負

担が過度とならないことを考慮して、参加する大会等を精査する。 
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平
成
30
年
第
二
回
区
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

私
の
区
政
運
営
に
お
け
る
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

は
じ
め
に 

 

本
年
５
月
18
日
、
低
気
圧
や
東
北
地
方
に
停
滞
し
た 

前
線
の
影
響
に
よ
り
、
姉
妹
提
携
先
の
「
秋
田
県
五
城
目
町
」

で
は
、
24
時
間
総
雨
量
が
150.5
ミ
リ
と
い
う
観
測
史
上
最
大

と
な
る
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
土
砂
崩
れ
、
建
物
の
浸
水

や
道
路
冠
水
等
が
発
生
し
、
町
全
域
で
738
世
帯
１
千
878
人

に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
開
設
し
た
避
難
所
８
か
所
に
は

196
人
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
月
18
日
、
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
大
き

な
地
震
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
最
大
震
度
６

弱
を
観
測
し
、
死
傷
者
が
出
る
等
多
数
の
被
害
が
生
じ
て
い

ま
す
。 

こ
れ
ら
の
災
害
に
お
い
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
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福
を
お
祈
り
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
と

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

Ⅰ
 

「
東
京

2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技 

大
会
に
向
け
た
取
組
み
」
に
つ
い
て 

 

次
に
「
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
に
向
け
た
取
組
み
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

区
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
対
外
的
に

千
代
田
区
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
、
ま
ち
の
魅
力
や
風
格
を
一
層
高
め
る
総
合
的
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
「
千
代
田
区
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

 
 
 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
、
着
実

に
計
画
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 
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こ
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
共
生
社
会
の
実
現
を 

基
本
理
念
と
し
て
「
70
の
取
組
み
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
と
し
て
、 

四
つ
の
項
目
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
一
つ
目
は
、
『
大
会
ま
で
に
加
速
的
に
行
う
も
の
』

と
し
て
、
「
外
国
人
を
含
む
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
」
や

「
大
会
気
運
を
高
め
る
」
。
二
つ
目
は
、
『
障
害
者
へ
の 

 

対
応
』
と
し
て
、
「
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
推
進
」
や

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
」
。
三
つ
目
は
、
『
会
場
周
辺

の
整
備
』
と
し
て
、
「
北
の
丸
公
園
周
辺
地
域
の
整
備
」
。

四
つ
目
は
、
『
環
境
へ
の
対
応
』
と
し
て
、
「
環
境
・
温
暖

化
対
策
の
充
実
」
、
と
い
う
項
目
に
絞
り
込
み
計
画
の
早
期

実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
で
は
、
区
独
自
に
育
成
す
べ
き 

資
質
や
能
力
と
し
て
、
「
心
の
教
育
」
、
「
共
生
社
会
」
、

「
ス
ポ
ー
ツ
志
向
」
、
「
伝
統
文
化
」
、
「
国
際
教
育
」
の



- 4 - 

 

５
つ
の
視
点
を
掲
げ
、
各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
機
会
を
と
ら
え
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
」
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
事
業
や 

 
 

大
使
館
等
と
連
携
し
た
国
際
交
流
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
連
事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

『
東
京
2020
大
会
』
の
経
験
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

将
来
に
わ
た
り
強
く
心
に
刻
ま
れ
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ご
案
内
の
と
お
り
本
区
に
お
い
て
、
日
本
武
道
館

で
は
柔
道
・
空
手
が
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ウ
ェ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
パ
ラ
・
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
、 

皇
居
外
苑
で
は
競
歩
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
区
内
は
マ
ラ
ソ
ン

競
技
の
コ
ー
ス
に
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
区
民
が
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
」
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る 
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た
い
へ
ん
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。 

更
に
は
、
来
月
の
７
月
24
日
に
は
『
東
京
2020
大
会
』
の

開
催
ま
で
ち
ょ
う
ど
「
２
年
前
」
と
い
う
時
期
を
迎
え
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
節
目
に
「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
日
め
く
り
モ
ニ

タ
ー
」
の
設
置
や
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
等
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
交
え
た
『
２
年
前
イ
ベ
ン
ト
』
を
加
速
す
べ
き

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
後
も
各
種
の
地
域
行
事
や
区
民
体
育
大
会 

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
関
連
付
け
て
開
催
気
運
を
高
め
る 

取
り
組
み
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
面
白
さ
や 

迫
力
を
多
く
の
方
に
伝
え
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う 

こ
と
で
、
大
会
の
感
動
と
興
奮
が
記
憶
や
思
い
出
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
区
民
の
心
に
残
り
続
け
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。 
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Ⅱ
 

保
健
福
祉
分
野
の
取
組
み
に
つ
い
て 

 

次
に
、
区
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
保
健
福
祉
分
野
の 

取
組
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ●
「
民
泊
に
関
す
る
取
組
み
」
に
つ
い
て 

 

ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
民
泊
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

い
よ
い
よ
住
宅
宿
泊
事
業
法
が
、
本
年
６
月
15
日
に 

施
行
さ
れ
、
住
宅
を
活
用
し
た
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、 

い
わ
ゆ
る
「
民
泊
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

『
東
京
2020
大
会
』
に
向
け
急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
の

受
入
れ
策
と
し
て
、
ま
た
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
共
有
型
経
済
）
の
象
徴
と
し
て
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
「
民

泊
」
で
あ
り
ま
す
。 
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区
で
は
、
宿
泊
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
及
び
周
辺
住
民

の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、 

「
千
代
田
区
住
宅
宿
泊
事
業
の
実
施
に
関
す
る
条
例
」
を 

制
定
い
た
し
ま
し
た
。 

「
家
主
居
住
型
」
と
「
管
理
者
常
駐
型
」
を
基
本
と
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
制
限
区
域
を
定
め
る
な
ど
、
本
条
例

は
、
全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
厳
格
な
制
限
を
し
て
い
る
こ

と
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
度
、
民
泊
指
導
課
を
新
設
し
、
民
泊
に
関
す
る
相
談
、

苦
情
の
受
付
を
は
じ
め
、
新
た
な
法
と
条
例
の
施
行
に
係
る

事
務
、
違
法
民
泊
の
実
態
調
査
、
徹
底
し
た
指
導
・
取
り 

 

締
ま
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
所
管
課
だ
け
で
は
な
く 

清
掃
事
務
所
や
出
張
所

な
ど
の
関
係
部
署
で
構
成
す
る
「
民
泊
対
策 

庁
内
等
連
絡

会
」
を
設
置
し
、
「
民
泊
」
と
い
う
新
た
な
事
業
形
態
に 

 

対
す
る
区
民
の
不
安
に
迅
速
に
対
応
す
る
全
庁
的
体
制
を
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整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
「
千
代
田
区 

民
泊
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、

警
察
・
消
防
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
６
月
15
日
に
は
、
改
正
さ
れ
た
旅
館
業
法
も 
 

施
行
さ
れ
、
違
法
民
泊
に
対
す
る
立
ち
入
り
権
限
の
追
加

や
、
罰
金
の
上
限
額
を
３
万
円
か
ら

100

万
円
に
引
き 

 

上
げ
る
な
ど
の
規
制
強
化
も
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

区
と
し
て
は
、
引
き
続
き
「
健
全
で
良
質
な
」
合
法
民
泊

の
適
正
な
運
営
の
確
保
と
違
法
民
泊
の
取
り
締
ま
り
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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●
「
障
害
者
福
祉
事
業
に
関
す
る
取
組
み
」
に
つ
い
て 

 

次
に
、
「
障
害
者
福
祉
事
業
に
関
す
る
取
組
み
」
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
区
で
は
、
障
害
等
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
を

構
成
す
る
す
べ
て
の
方
が
互
い
を
尊
重
し
、
支
え
あ
う
共
生

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
「
障
害
者
施
策
」
を
推
進
し
て 

お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
近
年
の
障
害
の
あ
る
方
を
取
り 

巻
く
環
境
の
変
化
や
法
制
度
の
変
更
を
踏
ま
え
て
『
障
害
等

の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
人
ら
し
さ
が
尊
重
さ
れ
、 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
千
代

田
区
の
実
現
』
を
め
ざ
し
、
「
障
害
福
祉
プ
ラ
ン
」
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
、
特
に
精
神
に
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
新
た
な
事
業
の
開
始
準
備
が 

進
ん
で
お
り
、
来
月
の
７
月
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
選
別
・ 
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焙
煎
を
行
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
「
精
神
障
害
者
就
労
継
続

支
援
事
業
所
」
が
神
田
錦
町
一
丁
目
に
開
所
さ
れ
ま
す
。 

区
で
は
障
害
者
福
祉
の
理
念
を
踏
ま
え
、
「
精
神
障
害
者

就
労
継
続
支
援
事
業
所
」
の
開
設
・
運
営
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
障
害
等
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
身
近
な
困
り 

ご
と
や
、
個
々
の
状
況
や
年
齢
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
専
門

的
な
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
や
事
業
所

等
と
の
連
携
を
深
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
中
核 

と
な
る
「
障
害
者
よ
ろ
ず
総
合
相
談
事
業
」
を
９
月
か
ら 

開
始
い
た
し
ま
す
。 

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
下
鉄
東
西
線 

竹
橋
駅
に 

隣
接
す
る
「
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
」
の
１
階
に
場
所
を 

 

確
保
し
、
現
在
、
事
業
者
選
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
月
末
に
は
事
業
者
を
決
定
し
て
、
９
月
の
事
業
開
始
に 

向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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区
で
は
、
引
き
続
き
「
入
所
サ
ー
ビ
ス
機
能
」
を
含
め
た

新
た
な
障
害
者
施
設
の
整
備
に
向
け
精
力
的
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

今
後
、『
東
京
2020
大
会
』
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
、
障
害
や
障

害
者
に
対
す
る
理
解
促
進
の
取
組
み
な
ど
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
当
事
者
を
含
む
区
民
の
皆
さ
ん
、
更
に
は
区
内
企
業

等
と
連
携
し
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
障
害
者
福
祉

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
力
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 Ⅲ
 

議
案 

 

最
後
に
、
今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
諸
議
案
等
に
つ
い
て

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
ず
、
条
例
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、 

●
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
、
計
７
件
で
あ
り
ま
す
。 
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次
に
、
契
約
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、 

●
小
学
校
給
食
用
食
器
の
購
入
に
つ
い
て
、
１
件
、 

●
災
害
対
策
用
備
蓄
物
資
の
購
入
に
つ
い
て
、
２
件
、 

●
特
別
区
道
千
第
254
号
（
二
七
通
り
東
）
電
線
共
同
溝
整

備
工
事
委
託
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、
１
件
の
、
計
４
件

で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
報
告
関
係
と
し
て
、 

●
平
成
29
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計
予
算
の
繰
越
明
許
費

に
係
る
歳
出
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て
、
１
件
、 

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
専
決
処
分
に
よ
り
変
更
し
た

件
に
つ
い
て
、
２
件
の
、
計
３
件
で
、 

●
今
回
の
付
議
案
件
は
、
合
わ
せ
て
14
件
で
あ
り
ま
す
。 

 

何
と
ぞ
、
慎
重
な
ご
審
議
の
上
、
原
案
ど
お
り
ご
議
決 

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成

30

年
第
二
回
区
議
会 

 
定
例
会
の
開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第２回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

１ 
永田議員 

（自民） 

オリンピック・パラリンピック 

推進について 

 

 

 

 

 

民泊対策について 

 

 

 

 

東京都受動喫煙防止条例によ

る受動喫煙対策について 

 

障害者福祉施策の課題につい

て 

・開催までの２年間で重点的に取組むべき課題の整理と実行 

・大会会場周辺、マラソン・競歩の沿道整備 

・地域の理解、協力関係の構築 

・昭和39年東京大会の教訓、成果を今大会にどのように生かすか 

・オリンピック教育とスポーツに親しめる機会創出 

について問う。 

 

・住宅宿泊事業法の施行後の申請と受理の状況 

・優良な民泊へのサポート体制 

・受理後のチェックと違法民泊対策 

について問う。 

 

本区は他地域に先駆けて喫煙対策を進めてきたが今後の方針と受動喫煙対策・喫煙環境と

のバランスについて問う。 

 

・本区の障害者支援の基本的な考え方、新規事業と今後の課題対応について問う。 

区 長 

教 育 長 

関係理事者 

２ 
たかざわ議員 

（千代田） 

１受動喫煙防止と喫煙所設置 

 

 

 

２（仮称）子ども総合サポート

センター設置の考え方と現

在の進捗状況は 

 

３（仮称）涼風の道の役割と位

置付けは 

① ２０２０オリンピック・パラリンピック東京大会に向けての対応 

② 国による健康増進法改正への対応 

③ 東京都受動喫煙防止法への対応 

 

① （仮称）子ども総合サポートセンター設置に向けてどのような構想、考え方により設置 

 するのか。 

② 現在の進捗状況はいかに。 

 

① 2020オリンピック・パラリンピック推進プロジェクトに対して 

② 千代田区第３次住宅基本計画に対して 

③ 環境モデル都市第２期行動計画に対して 

④ 地球温暖化推進計画に対して 

区 長 

教 育 長 

関係理事者 

Administrator
テキストボックス
教 育 委 員 会 資 料
平 成 30年 6月 26日
子 ど も 総  務  課



発言通告書（総括表） 
平成３０年第２回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

３ 
木村議員 

（共産） 

（１）住民参加を強める二つの

条例制定を求める 

 

 

 

（２）基金について 

 

 

 

 

 

（３）まちづくりについて 

①行政の適正かつ効率的な運営と、現在と将来の区民への説明責任をはたすために「公文

書管理条例」の制定を求める 

②住民の価値観や要求が多様化するなか、それらを的確・迅速に区政に反映できるように

するため「住民参加条例」の制定を求める。 

 

◆区の基金は1000億円をこえた。他の都心区と比較しても膨大な積立額である。年間予算

に倍する基金残高は適正額か。特に年度間の財源の不均衡を調整するための基金とされる

財政調整基金残高４００億円は適正額か。 

◆一定の基金は必要だが、それが区民サービス削減の結果であってはならない。人件費削

減や区民施設等の廃止による影響をいかに認識しているか。 

 

①道路整備方針素案のなかの街路樹整備指針に対して市民の批判が強い。他の自治体では

アンケートの実施など住民の声を反映させた方針づくりに努力している。結論を急がず、

住民参加で「道路整備方針」を再検討すべきでは。 

②日本テレビ通り沿道のまちづくりについて、高さ制限を緩和するルールづくりに不安を

もつ区民が少なくない。将来像を関係者が共有できるように、再開発等促進区や新たなル

ールの適用でまちがどのように変わるのかを、わかりやすく提示すべき。 

区 長 

関係理事者 

４ 
岩佐議員 

（紡憲） 

１、公文書管理と情報公開に 

ついて 

 

 

２、児童虐待ゼロを目指す取 

り組みについて 

 

３、公開空地等の緑化とコミ 

ュニティ機能の向上につ

いて 

国政において公文書管理に絡む不祥事が続き、民主主義の根幹を揺るがしている。 

区においても日々膨大な文書・データを取り扱っているが、区における公文書の定義を

再確認し、その管理と公開の適切なあり方を問う。他 

 

全国で相次ぐ痛ましい児童虐待を必ず防ぐための、区の体制と取り組みを問う。 

 

 

都心である千代田のまちづくりにおいて、緑化の推進や環境配慮、コミュニティの醸成

をすすめるには区有地だけでは限界がある。 

公開空地の緑化推進やコミュニティ機能の向上、「市民緑地認定制度」について問う。

他 

区 長 

教 育 長 

関係理事者 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第２回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

５ 
大串議員 

（公明） 

1) 人生いきいき 100 年時代  

を目指して! 

 

 

 

 

 

 
 

2) 小中学生の美術鑑賞支援

について 

① 高齢期の生活機能の加齢変化パターンが大きく三つに分かれることが明らかとなる。

このことにより今後の介護予防で重視すべきターゲットと時期が明確となった。つま

り「適切な栄養の摂取」、「体力の維持・促進」、「社会参加の促進」の三側面を増進し

ていくことである。そこで、改めて健康づくり・介護予防についての基本的な考え方

を問う。 

② フレイル予防が今注目されているが、まさにこの三側面の増進が目的とされている。 

人生いきいき 100 年時代へ、フレイル予防を運動として取り組むことを提案する。所

見は。 

 

① 文化芸術基本法及び学習指導要領の改訂が昨年ほぼ同時期に行われた。その特徴は、

基本法では学校等との「相互の連携」であり、指導要領では「社会に開かれた教育課

程」である。そこで、今後どのように「学校教育を学校内に閉じずに、その目指すと

ころを社会と共有・連携」し行っていくのか。また区としてはどのように学校との相

互連携を図っていくのか。 

② 新学習指導要領の三つの柱の一つは、思考力・判断カ・表現力等の育成である。これ

らの能力を育むため、主体的・対話的で深い学びが必要とされた。そこで、美術館と

の連携を図り、子どもたちの「見る・考える・話す・聞く」力を養う「対話型美術鑑

賞」の実施を提案する。所見は。 

区 長 

教 育 長 

関係理事者 

 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第２回定例会 一般質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

１ 
内田議員 

（自民） 

１．千代田区の地域産業の活性

化について 

 

 

２．マンション管理の適正化に

ついて 

① リーサス(RESAS)を活用した商工振興施策 

② 秋葉原や神保町など多様性のある街への支援 

③ 起業したい街への環境づくり 

 

① 都市に急増する限界マンション 

② マンション管理の適正化 

区 長 

関 係 理 事 者 

２ 
小林(た)議員 

（自民） 

１．「職員の定数と人材育成」

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．東京２０２０オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会開

催に向けた観光資源の開発と

緊急時の活用について 

① 千代田区職員定数条例第２条に定めた各部局の定数の根拠・考え方について問う。 

② 非常勤職員、派遣職員、臨時職員、正規職員に加え様々な雇用形態で職員が構成されて 

いるが、それぞれの役割と措置の考え方について、正規職員の役割は何であるか改めて 

認識を問う。 

③ 千代田区職員定数条例の見直しの方向性と作業スケジュールを示し、人口が増えニーズ 

が多様化する中、業務量をどのように分析し、職員の量（人数）と質（人材育成）をい

かに考えていくのか問う。 

④ 団塊世代の職員の大量退職に伴い、その世代のノウハウの継承に関する方策の検討はな 

されているか。H28年度決算審査意見書は今後10年で約340人の定年退職者が出るとの

指摘にどのように対応しているか問う。 

⑤ 職員の人材育成、質の維持確保については、団塊世代等のベテラン職員のノウハウの継 

承がヒューマンエラー防止に寄与すると考えるが如何かご見解を。 

⑥ 定年延長については、国の動向を鑑み検討するとしたがその後の検討状況を問う。 

⑦ 専門職の雇用について問う。 

⑧ 職員の年齢層、世代間のばらつきをどのように改善していくのかご見解を。 

 

１．水辺を魅力ある観光資源として活用してはどうか。 

①水辺の活用ライトアップによる街並みの演出等 

②都と東京のナイトライフの充実に役立つモニターツアーの実施等 

③船着場でのコンサート等 

④神田川・日本橋川をモーターボートで聖火運び 等 

２．地震発生等で鉄道・地下鉄・道路が麻痺した場合、代替手段として水路を事前に確保、 

観光資源の代替利用は。 

区 長 

関 係 理 事 者 

Administrator
テキストボックス
教 育 委 員 会 資 料
平 成 30年 ６月 26日
子 ど も 総 務  課



発言通告書（総括表） 
平成３０年第２回定例会 一般質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

３ 
米田議員 

（公明） 

子育て支援について 

 

 

 

 

 

防災対策について 

 

 

 

公園の禁煙化について 

区では発達の遅延を疑う園児に対し様々な支援を行っている。それでも今後、発達の遅延

を疑う園児が増加すると見込まれている。今後、どのように対策していくか区としての見

解を求める。 

またこのような園児に対し理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、臨床心理士などを保育

園に派遣し、相談、発達を促す支援を提案する。 

 

大阪で大きな地震が発生し悲惨な被害がおきた。 

区でも教育委員会と連携して、緊急に区内小中学校、保育所の通学路において、ブロック

塀など安全の総点検をすべきと考えますが、区教育委員会の見解を求める。 

 

代替園庭となっている公園が4月から禁煙となった。これまで2か月の成果と課題は。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

４ 
池田議員 

（自民） 

・障害児を含む障害者支援の充

実を求めて 

・放課後等デイサービスへの報酬改定にともなう問題の現状把握と今後の対応としてお考

えは。 

・学童クラブでは対応出来ない児童や生徒を引き受ける児童発達支援の環境整備の強化に

ついてお考えは。 

・18歳までの障害児支援とその後の障害者支援との連携の強化を求める。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

５ 
大坂議員 

（自民） 

保護者の多様なライフスタイ

ルに応じた子育てができる環

境の整備について。 

・保育園と学童クラブの待機児童ゼロに向けた施設整備の現状と課題について。 

・多様なライフスタイルにより、変化する保育ニーズに対する学童クラブでの対応につい

て。 

・人口の急激な増加によって、通園区域内にある区立幼稚園に入園しづらくなっている現

状の認識と今後の対策について。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

６ 
山田議員 

（自民） 

人生１００年時代を迎え、高齢

者施策について 

○高齢者施設整備について 

○高齢者の就労促進・支援について 

○高齢者の健康維持について 

○介護保険料について 

区 長 

関 係 理 事 者 

７ 
小林(や)議員 

（自民） 

2020 ｵﾘﾊﾟﾗを控え、秋葉原周辺

の国道、都道の歩道におけるネ

ズミ対策について 

2020 ｵﾘﾊﾟﾗを控え、世界のアキバ周辺の国道・都道の歩道植栽部における、ネズミ駆除対

策および飲食店の生ごみ搬出について、保健衛生の観点から千代田区として指導監督すべ

きと考える 

区 長 

関 係 理 事 者 



発言通告書（総括表） 
平成３０年第２回定例会 一般質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

８ 
牛尾議員 

（共産） 

(1) 子どもたちの命を震災か

ら守るために 

 

(2) 住み続ける権利を保障す

る住宅施策について 

・大阪北部の地震で９歳の尊い命が学校現場で犠牲となった。このような悲しい事態を防

ぐために学校や通学路、保育施設等の安全点検や改善を求める。 

 

・石川区長の住宅施策の認識について問う。 

・住み続けられる千代田区へ公共住宅の増設を住宅施策の柱に据えることを求める。 

・家賃助成制度の拡充など住宅施策の拡充を求める。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

９ 
飯島議員 

（共産） 

１）学校内の「いじめ」につい

て 

 

 

 

２）区立図書館について 

 

 

３）障害者福祉手当の拡充 

いじめに対しては、当事者とクラス全体、保護者も含めて真正面から取り組む姿勢が必要。 

① 教育委員会の取り組みを問う 

② 道徳の教科化と人権教育 

③ だれもが楽しく過ごせる学校に 

 

① 区民に親しまれる図書館に 

② 学校図書館をもっと生かすために 

 

精神保健福祉手帳が交付されている方を対象にすることを求める 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

10 
桜井議員 

（自民） 

○改正民法成立について 

 

 

 

○区の街路樹について 

○146年ぶりに変わる改正民法とは 

○区民への影響は 何がかわるのか 

○区民に一番身近な自治体として区は何をすべきか 

 

○街路樹が悲鳴をあげている。この現状をこのままにしてよいのか 

○通行人にとって安全な歩道空間を確保する為に区は何をすべきか 

○区の街路樹植栽計画とは 

○本区には国道、都道、区道と道路管理者の異なる道路があるがどのように連携をとって

植栽計画を進めているのか 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

 
 

11 

 

 

 
 

小枝議員 

（声） 

 

１「番町地域まちづくり」を例

に合意形成のあり方、区の責任

と判断について 

 

 

１）都市計画マスタープランにおける番町地域まちづくり将来像について区はどう認識し

ているか。 

２）同エリア現行地区計画の目標方針および高さの制限を厳格にしたいわゆる「番町ルー

ル」について、区はどう評価しているのか。住民の意識、現状の課題をどのように把握し

ているか。 

 
 

区 長 

関 係 理 事 者 
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№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 
 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小枝議員 

（声） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２超高層誘導以外のまちづく

り手法と支援策について 

３）「番町ルール」は緩和型の手法を用いた場合の高さ制限を最高でも６０ｍと定め、超高

層を排除することでまちの個性、都心に貴重な文教地区、住居地域としてのブランド維持

を明確にした。この方針を１８０度変える理論構築が可能と区が判断した根拠は。 

４）駅バリアフリーや商店街の活性化は、現行地区計画に沿って街並み更新がされる中で

解消するものとの地域住民の認識について区はどう考えているのか。 

５）事業者は開発の自由度を高めたい、地域住民は住環境と地域の価値を守りたい。双方

の利害を調整しながら 10 年前に決定した最大 60m の高さ制限を、多数の住民が知らない

ところで２．５倍１５０ｍを可能とする方向で変更することの正当性に区は責任が持てる

のか。他。 

 

 

 

 
 

区 長 

関 係 理 事 者 

 

 

 

 

12 
寺沢議員 

（紡憲） 

災害対策について 

 

 

 

外神田一丁目の川沿いの区民

施設整備について 

・女性の視点からの防災対策 

・川の条例と川の危機管理対策 

・大槌町への職員派遣について 

 

・区民の為の必需施設である清掃事務所と万世会館の整備を適時適切に行うことについて 

区 長 

関 係 理 事 者 

13 
林議員 

（千代田） 

千代田図書館ホームページ改

竄の事故対応 

 

 

指定管理者制度導入後の成果

検証 

 

 

今後の図書館運営 

・改竄事故発生時から指定管理者と区の対応 

・事故に際しての指定管理料の取扱い 

・事故の責任分担をどう認識しているのか？ 

 

・「教育と文化のまち千代田区宣言」を踏まえた図書館 

・モニタリングを踏まえた成果検証 

・図書館本館を指定管理者にした利点と欠点 

 

・指定管理者制度のあり方 

・まちかど図書館の増設 

・公共施設適正配置構想と教育条件整備の推進について教育長の見解を問う 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

14 
秋谷議員 

（至誠会） 

１ 道路の点検とメンテナン

スについて 

 

 

 

 

 

２ 証明書のコンビニ交付に

ついて 

 

 

 

 

 

３ 防災訓練を通じた区民へ

の情報提供 

(1) ア 区道での怪我、街路樹の枝折れなどによる損害賠償請求事件の頻度はどの程度か。 

イ 弁済の必要があった事件のうち、金額の大きかったものはどのくらいか。 

ウ 事件対応をする職員の労力はどれくらいか。 

(2)  区道の日々の点検作業と修復作業はどのようにおこなっているか。 

(3)  区民が修復して欲しいと考えた場合、どのようにすればよいか。それは周知されてい

るのか。 

 

(1)  マイナンバーを使用した証明書のコンビニ交付の準備状況とスケジュールはどうな

っているか。 

(2)  交付時間の制限があるのはなぜか。一般の証明書と戸籍とで差がある理由は。 

(3)  代理人交付は可能か。 

(4)  マイナンバーカード取得の促進は、いかに図られているか。証明書のコンビニ交付を

活かして促進を図ることはできないか。 

 

(1)  避難所は区民避難所であること、帰宅困難者に対する情報提供をしてあげればよいこ

となどを周知徹底すれば区民は安心するのではないか。 

(2)  「在宅避難」という考えの周知徹底を図るべきではないか。 

(3)  在宅避難の考え方をしっかりと周知することで、住宅の耐震化、家具などの転倒防止

対策の重要性の理解が深まると思うが、その点はどのような認識か。 

(4)  訓練については、委託している業者はどのように関わっているのか。 

区 長 

関 係 理 事 者 

15 
はやお議員 

（千代田） 

１．九段中等教育学校の特色

ある教育の達成状況につい

て 

 

 

 

２．九段中等教育学校の特色

ある教育の実現に向けて 

（１）「千代田区の中等教育将来像」や「千代田区における中等教育の在り方検討会報告書」

等を踏まえた九段中等教育学校の現状と課題について 

（２）九段中等教育学校の特色ある教育の総括(成果と課題)について 

・計量的な視点も踏まえた達成度評価 

・九段中等教育学校の基本理念(コンセプト)は貫かれているのか。 

 

（１）九段中等教育学校の特色ある教育の実現に向けた施策について本区の考えを問う 

（２）「国家戦略特別区域法」を活用した公立学校運営の民間開放について(新たなアプロ

ーチ) 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

16 
岩田議員 

（立憲） 

スフィア基準と避難所の環境

改善について 

 

花粉症対策について 

避難所の国際基準であるスフィア基準が、千代田区ではどこまで満たされているか。 

基準を下回っているとすれば今後どのような対策をとるのか。 

 

今や、国民病ともいえる花粉症について、千代田区はどのような対策をとっているのか。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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いじめ、不登校、適応指導教室の状況（平成30年5月末の報告）

校種 学年

いじめ報告数 不登校者数 適応指導教室利用数

今月
未解消

今年度
解消（転出含む）

今年度
累計

今月
不登校者

教 育 委 員 会 資 料

平成３０年６月２６日

指 導 課







開催日・
開催期間

住所は区立施
設以外のみ記
入

区以外が主催の
とき

1 子育て推進課
子ども関係の各種手当現況届
の提出を

「児童手当」「次世代育成手当」「児童育成手当」を受給してい
る方の、現況届の提出をお願いします。

2
児童・家庭
支援センター

共立女子大学に子育てひろば
「はるにれ」

大学内にある「はるにれ」という親子が自由に楽しい時間を過ご
せる施設で、大学教員による保育・子育て講座を開催する。

原則、月～水の10
時～15時
(12時～13時は閉
室)

共立女子大
学6号館1階
(神田神保
町3-27)

共立女子大
学

3
児童・家庭
支援センター

異世代ふれあい交流会
幼児・小学生のダンスなど、異世代の交流を行う。縁日ごっこや
盆踊りなど夏の一日を楽しむ。

7月28日(土)14時
～16時

西神田児童
センター

4
児童・家庭
支援センター

乳幼児向けプールあそび 区内在住・在園の乳幼児親子でプールあそびを行う。

7月23日(月)～8月
31日(金)(土・日
曜・祝日を除
く)10時～13時30
分

西神田児童
センター
屋外遊戯場

5
児童・家庭
支援センター

体育室スペシャル 球技あそびをする。
7月30日(月)～8月
3日(金)
13時～14時

西神田児童
センター4
階体育室

6
児童・家庭
支援センター

夏休みおはなしスペシャル 司書さんによる夏休みに読みたい本の紹介と読み聞かせをする。
7月25日(水)14時
30分～

神田児童館
図工室

7
児童・家庭
支援センター

ゆうぎしつスペシャル 日替わりの内容でみんなで遊ぶ。

7月23日(月)～8月
31日(金)14時～14
時30分(土・日曜
を除く)

神田児童館
遊戯室

教育委員会資料
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8
児童・家庭
支援センター

図工室スペシャル
①キラキラプラバンをつくろう
②砂絵であそぼう
③木工作をしよう

①7月23日(月)～
27日(金)②7月30
日(月)～8月3日
(金)③8月6日(月)
～10日(金)14時30
分～16時

神田児童館
図工室

9
児童・家庭
支援センター

集会室スペシャル
①オセロ大会
②Wiiスペシャル
③ダーツであそぼう

①7月23日(月)～
27日(金)②7月30
日(月)～8月3日
(金)③8月6日(月)
～10日(金)14時30
分～16時

神田児童館
集会室

10
児童・家庭
支援センター

「あきらちゃん＆タンバリン
くん」のあそびうたコンサー
ト

みんなで楽しく歌って踊る。
7月11日(水)15時
～16時

四番町児童
館

11
児童・家庭
支援センター

元気にあそぼう！なつやす
み！．図書館司書さんによる
夏の本の紹介

図書館司書さんによる夏の本の紹介を行う。
7月23日(月)13時
30分～14時

四番町児童
館

12
児童・家庭
支援センター

元気にあそぼう！なつやす
み！
ダブルダッチ講習会

日本ダブルダッチ教会のインスト(ラクターから跳び方を学ぶ。
7月27日(金)15時
～16時45分

四番町児童
館

13
児童・家庭
支援センター

元気にあそぼう！なつやす
み！バルーンをつくろう！

遊戯室で遊ぶバルーンを作る。 8月2日(木)13時～
14時

四番町児童
館

14
児童・家庭
支援センター

元気にあそぼう！なつやす
み！バルーンで遊ぼう！

前日作ったバルーンで遊ぶ。
8月3日(金)15時30
分～16時45分

四番町児童
館
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15
児童・家庭
支援センター

元気にあそぼう！なつやす
み！かくれドッジボール

マットに隠れてドッジボールをする。
8月10日(金)15時
30分～16時45分

四番町児童
館

16
児童・家庭
支援センター

元気にあそぼう！なつやす
み！
夏休みいろいろ工作

週替わりで水笛などいろいろな工作をする。
8月6日(月)～8月
31日(月)15時30分
～16時45分

四番町児童
館

17
児童・家庭
支援センター

体育室スペシャル
①②ポートボール
③大繩＆ダブルタッチ

①7月25日(水)②7
月31日(火)③8月9
日(木)各日14時～

一番町児童
館

18
児童・家庭
支援センター

図工室スペシャル
①キラキラプラバンをつくろう
②砂絵③折り染め

①7月26日(木)②8
月1日(水)③8月7
日(火)各日14時～
16時

一番町児童
館

19
児童・家庭
支援センター

夏休み映画劇場 幼児親子・小学生を対象に映画を上映する。
7月24日(火)・7月
31日(火)・8月7日
(火)

一番町児童
館

20
児童・家庭
支援センター

丸の内キッズジャン
ボリー開催と子育て
ひろば「あい・ぽーと」麹町
休館

8月14日はキッズジャンボリーに参加のため特別休館。東京国際
フォーラムに於いて、生演奏による音楽絵本やエリックさんの
ショー、子育ての専門家とのトークの時間がある。

8月14日(火)10時
30分～16時

東京国際
フォーラム

子育て
ひろば「あ
い・ぽー
と」麹町

21 学務課
区立小学校入学予定者の指定
校変更の相談を受け付けます

平成31年4月に区立小学校へ入学予定の児童保護者が対象。特別
な事情により通学区域でない小学校に変更したい旨の相談及び申
立を受ける。

平成30年7月6日
(金)～8月31日
(金)

22 文化振興課 ポコラート全国公募展Vol.8
障害者アート支援事業「ポコラート全国公募展」をアーツ千代田
3331で開催。

7月14日(土)～8月
5日(日)

アーツ千代
田3331
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23 文化振興課
100年後も手に取れる本に
2018　～内田嘉吉文庫修復報
告～

長く使い続けるための工夫を凝らした本の修復の紹介と江戸指物
師により修復された外箱などを展示。

7月17日(火)～9月
30日(日)

日比谷図書
文化館

日比谷図書
文化館

24 文化振興課
千代田図書館開館時間繰り上
げのお知らせ

夏休み期間中、千代田図書館の開館時間を１時間早める
7月21日(土)～8月
31日(金)

千代田図書館 千代田図書館

25 文化振興課
千代田・四番町図書館
おはなし会

毎月開催しているおはなし会。①千代田図書館②四番町図書館

①7月12日(木)11
時～②7月22日
(日)15時～、毎集
金曜16時～・16時
30分～

子ども室
(区役所10
階)ほか

千代田図書館

26 文化振興課
四番町図書館
こども一日図書館員

小学生が図書館について学び、カウンターでの接客など図書館員
の仕事を体験する。

7月23日(月)・24
日(火)・25日
(水)、8月1日
(水)・2日(木)・3
日(金)　10時～12
時

四番町図書
館ラウンジ

四番町図書館

27 文化振興課
四番町図書館
ラウンジセミナー④

専門家の指導で、いろいろなしかけを考え、しかけ絵本作りを体
験。

7月21日(土)14時
～16時

四番町図書
館ラウンジ

四番町図書館

28 文化振興課
内幸町ホール主催事業「シャ
ンソン3days」

若い歌い手と若いバンドによるシャンソンコンサート・コンクー
ル

8月11日(土)・12
日(日)・8月18日
(土)

内幸町ホー
ル

内幸町ホー
ル

29 文化振興課
内幸町ホール区民児童無料招
待事業劇団かかし座「Hand
Shadow Show」

劇団かかし座による手影絵パフォーマンスと影絵体験
7月5日(木)～8月3
日(金)

内幸町ホー
ル

内幸町ホー
ル

30 文化振興課

国立情報学研究所　市民講座
「屋内測位・ナビゲーション
技術－GPS電波の来ない建物
内でも道案内－」

衛星電波の届かない室内でも自分の位置を知る方法の開発につい
てて解説。

7月10日(火)18時
30分～19時45分

学術総合セ
ンター(一
ツ橋2-1-2)

国立情報学
研究所
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31 文化振興課
ルジェク・シャバカピアノコ
ンサート

将来の活躍が期待される3名の若手演奏家とチェコの名ピアニス
トの共演

7月21日(土)14時
～

いきいきプ
ラザ一番町
カスケード
ホール

本の街・神
保町を元気
にする会

32 文化振興課 夏の3331こども芸術学校2018
木工体験や絵の具で遊べる教室から、写真教室まで、学校では体
験できない様々な夏の特別プログラムを実施。小中学生・高校生
が対象。

7月21日(土)～8月
19日(日)

アーツ千代
田3331

アーツ千代
田3331

33
生涯学習・ス
ポーツ課

スポーツセンターのプール全
日個人開放

期間中プールの個人開放を行う。(休館日、区の事業がある場合
を除く)

7月1日(日)～8月
31日(金)までの9
時～21時(2時間
制)

スポーツセ
ンター

スポーツセ
ンター

34
生涯学習・ス
ポーツ課

たのしくフラダンス
15歳以上の方(中学生を除く)を対象にフラダンス教室を開催す
る。

8月5日(日)～9月
30日(日)(8/12を
除く)毎週日曜(全
8回)13時30分～14
時30分

スポーツセ
ンター

スポーツセ
ンター

35
生涯学習・ス
ポーツ課

はじめてのピラティス
15歳以上の方(中学生を除く)を対象にピラティス教室を開催す
る。

8月9日(木)～9月
27日(木)毎週木曜
日(全8回)15時～
16時

スポーツセ
ンター

スポーツセ
ンター

36
生涯学習・ス
ポーツ課

東京2020大会2年前セレモ
ニーを開催します！

東京2020大会2年前を記念したセレモニーを開催する。
7月24日(火)時間
未定

区民ホール

37
生涯学習・ス
ポーツ課

エコキッズ探検隊2018「柔
道」をみんなでやってみよう

アスリートを招聘した柔道の体験教室を開催する。
8月11日(土・祝)
時間未定

丸の内仲通
り(丸の内
2-2)

大手町・丸
の内・有楽
町エコキッ
ズ探検隊

38
生涯学習・ス
ポーツ課

すぽすたちよだクラブスタ
ディプログラム

すぽすた会員でない方も参加できる講座を開催する。①ハッピー
ハンドメイド②ワンプレートのかんたん夜おそごはん③みんなが
ときめくお手軽スイーツ

①8月9日(木)10時
～12時②8月6日
(月)19時～20時50
分③8月21日
(火)18時30分～20
時30分

①九段生涯
学習館②③
スポーツセ
ンター

九段生涯学
習館
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39
生涯学習・ス
ポーツ課

ジュニアカレッジ　夏の都会
でセミの観察

「セミ」の種類や生態を知り、実際に野外へセミの羽化を探しに
行く。(お土産付)

8月1日(水)　17時
30分～20時30分

九段生涯学
習館、北の
丸公園

九段生涯学
習館

40
生涯学習・ス
ポーツ課

区民自主企画運営講座はじめ
てのペーパークイリング

季節に合わせたクラフト作品を制作する。

8月24日、9月7
日・21日、10月12
日・26日いずれも
金曜14時～16時30
分

九段生涯学
習館

九段生涯学
習館

41
生涯学習・ス
ポーツ課

教養講座　怪談で紐解く講談
と落語の世界

講談と落語のプロに夏の風物詩「怪談」を演じてもらい、日本の
話芸を堪能する。

8月24日(金)・8月
31日(金)いずれも
19時～20時50分

九段生涯学
習館

九段生涯学
習館

42
生涯学習・ス
ポーツ課

夏期合同ラジオ体操会
区内在住者・在勤者とラジオ体操を行う(千代田小学校、和泉公
園、芳林公園、富士見小学校、西神田公園、お茶の水小学校、麹
町小学校)

7月23日(月)～27
日(金)、31日
(月)、31日(火)各
会場とも6時10分
までに集合

千代田区体
育協会

43
生涯学習・ス
ポーツ課

夏休みはスポーツセンター
へ！小・中学生無料開放

区内在住または区立校在学の小中学生に対しスポーツセンターの
無料開放を行う。

7月17日(火)～8月
31日(金)

スポーツセ
ンター

スポーツセ
ンター
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